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JAAA第52回懸賞論文 エントリー説明会

(株)博報堂 法務室 法務ディレクター 弁護士

松倉 俊光
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本日のねらい

論文執筆のハードルを下げること

「おっ、自分でも書けそうだぞ！」
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・広告会社歴３年半、しかも法務

・初めての応募

なのに、なぜ評価してもらえたの？
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①「自分ならでは」の切り口・視点

②「誰でもわかる」わかりやすさ

⇔Cf.あえて難しく書くテク
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なんのこっちゃ？
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【総論】

〇デジタル化は脅威か？いや、チャンスだ！

デジタル化の広告会社への影響

⇒ネガティブ：従来の広告収益の減少

⇒ポジティブ：新規事業創造ビジネスの可能性

問題提起で終わらせない！
どうブレイクスルーするか＝読み手はそれを知りたい！
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〇新規事業創造のプロセス

５つのプロセスに分解

①生活者のニーズは？

②活用できるリソースは？

③やりたいビジネスは？

④足りないリソースは？

⑤スキームは？

＝おなか空いた

＝冷蔵庫にある材料

＝作りたい料理

＝買い足さないといけない材料

＝レシピ（作り方）

分析＝分解してみる！
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〇「クリエイティビティスクランブル」の必要性

部門横断的・複合的なクリエイティビティの提案 独創的な図表で視覚化！
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ここまでは大きな話（総論・抽象論）。

ここからは小さな話（各論・具体論）。
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〇スキーム構築に不可欠なリーガルクリエイティビティ

従来のイメージ（ネガ）
＝ビジネスを止める邪魔者

新たな存在価値（ポジ）
＝法的リスクをブレイクスルーするクリエイティブな存在

「自分ならでは」視点・切り口
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【スケジュール】

６月：上長から「やってみたら？」

労力、時間、めんどい…

でも…
★若手でも社内外に自分の意見を発信できる！
★社内外に名前を売れる！（取引先も読んでいる場合も！）
★懸賞金！

スタンス⇒スキマ時間の活用。「楽しく」やる。
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７月：過去の受賞作品を読みあさる

→直近数年分はJAAAのサイトからGET

・どんなテーマが評価されているか？

・どんな書き方（文章構成）が評価されているか？
Cf. 自分に合った書き方

・審査員は何を求め、どこを評価しているか？
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８月：オフの時間でネタ探し＆思考実験

①ストレスフリーな環境で発想する
ex. 散歩しながら、テレビを見ながら

②思いついたこと、気になったことを
どんどんスマホにメモっていく

③ノートに書きだし、ネタとネタを線でつないでみる。

★自分ならでは切り口・視点を強く意識する
→業務と関係なくてもOK！ ex. 趣味・プライベート

★世の中で起きている事象・トレンドに目を向ける
＋これから起きそうなことを想像してみる
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９月：あとは書くだけ

①粗削りでよいので書いてみる
→周りの人に読んでもらう
＝脱「独りよがり論文」

②読み手を飽きさせない工夫
・先を読みたくなる論理展開
・具体的な話に落とし込む
・図表・ビジュアルをたくさん入れる

【一般部門の場合】
書くことにあまり時間を掛けすぎず、
ぎりぎりまでネタ探し＆思考実験するのがオススメ。
Cf.「締切日に２、３時間で書き上げた」というツワモノも。
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昨年から、一般部門の応募方式が変わりました
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HOW

WHAT
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★おまけ★

論文の部
※「広告と幸福」

一般部門 新人部門
※応募時26歳まで

プレゼン部門

懸賞金 金 30万
銀 20万
銅 15万

10万 10万 10万

分量 本文10枚以内 本文5枚以内 本文5枚以内 10分以内

受賞倍率分析
（第51回）

応募26編
受賞３編
（各１編）

【第1テーマ】
応募29編
受賞２編

【第2テーマ】
応募25編
受賞０編

応募163編
受賞３編

応募２編
受賞０編

11.5%
（各3.8％）

6.9%

1.8%
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最後に～「まずは気軽に応募」のススメ～

▶若手でもベテランに張り合える！アイデア勝負！

▶受賞＝広告業界の名誉！レジェンドも多数輩出！

Cf.JAAA ：会報誌、サイト、授賞式

＋自社：社内報、サイト、ニュースリリース、授賞式など

▶楽しく書いて、懸賞金ももらっちゃおう！
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皆さまのご健闘をお祈りしています！


